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はじめに 
 

 久美浜一区自治振興会は、一区区長会、一区公民館、一区まちづくり協議会

をはじめとする久美浜一区の諸団体が結集した組織です。 

今日、『地域主権』の時代にあって、久美浜一区の歴史的資産と豊かな自然を

活かし、『豊かで活力のある久美浜一区づくり』に向けた活動を展開しています。

丹後地域においては、地域産業の不振や少子高齢化の進行など厳しい経済・社

会情勢にさらされており、久美浜一区も決して例外ではありませんが、その中に

あっても平成 23 年 1 月『城下町に由来する風情ある久美浜の街並み』が京都

府景観資産に登録され、また『久美浜一区街なみ環境整備事業』により街普請が

なされ、NPO わくわくする久美浜をつくる会による街の活性化に向けての取り

組みが行われるなど、新しい可能性が広がりつつあります。 

また、平成 23 年に実施された『久美浜小学校創立 140 周年記念事業』の取

り組みを通して、地域と学校の連携強化や地域の絆づくりが進んでいます。 

一方、平成 23 年 3 月 11 日に発生した、東日本大震災の経験は、地域の絆

と私たちの安心・安全の確保が、いかに重要であるかと言うことを再認識させら

れました。 

今回のプランは久美浜一区の取り組みが、今日、どこまで到達しているかを踏

まえ、一区の『宝』(歴史、文化、自然、人の資源など)を活かしつつ、明日に向

かって目標と課題を設定し、関係行政機関とも協働しながら、一区住民をあげて

のまちづくりを進めるために策定したものです。 

プラン策定に当たり、自治振興会の役員を中心とするプラン策定委員会を立ち

上げ、関係機関・団体との懇談会、住民アンケート、地域要望のとりまとめ、 

キャッチコピーの募集、先進地域の視察研修など、様々な取り組みを実施してま

いりました。 

プランづくりには多くの方々から、課題の発掘や問題解決に向けて、貴重な提

案などをいただき、一区の皆さんの思いや願いを反映させると共に、今後の進む

べき方向を指し示すものとして完成させました。 

このプランが地域の中期的な取り組み指針として活かされることを期待する

と共に、私たちの取り組みに、より一層のご理解をいただき、今後ともご参加、

ご支援をいただきますよう、心からお願いをいたしまして、プラン発行に当たっ

てのご挨拶とさせていただきします。 

平成 24 年 4 月 

 久美浜一区自治振興会

                  会 長  東   哲
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１．策定の趣旨                                    

私たちの暮らす久美浜一区は、江戸時代に代官所が置かれ幕府の直轄地として統治されて

おり、明治時代に入ると「久美浜縣」が設置され、丹後、但馬、丹波、播磨及び美作の五国を管

轄する県庁所在地となり、政治・経済の中心地として発展しました。 

 現在においても当時の繁栄の面影を名所に残し、商店、工場、公共施設、行政機関が 

集積し町内の中心地として役割を担っていますが、時代の変遷と共にかつての「活力」と 

「賑わい」を見失っています。 

 こうした中、今日まで地域の活力を取り戻すべく取り組みが行われ、「久美浜一区街なみ 

環境整備事業」のもと、街なみの整備が行われるなど、元気の出る久美浜一区の新しい挑戦

が進められています。 

 本プランは、久美浜一区の住民、各区、各分野の皆さんの意見をいただきながら、これを 

集約し、機関会議で決定したものであり、久美浜一区の未来を築くために戦略的、重点的な

取り組みを示しています。 

住民と行政が協働で取り組み、豊かで、活力ある久美浜一区づくりを進める行動指針とす

るものです。 

 

２．計画期間                                      
   平成 24 年度から 28 年度までの 5 ヵ年間 

 

３．地域の将来像                                   
   久美浜一区の「宝」を活かした「活き活きとした久美浜」 

 

４．取り組みの基本方針                               
（4-1）水と緑・豊かな生活空間を大切にするまちづくり(生活基盤、環境整備) 

（4-2）人々が行き交う活力あるまちづくり(交流、創造、希望のあるまちづくり) 

（4-3）安心・安全のまちづくり(防犯、防災、相互扶助) 

（4-4）地域産業が繁栄するまちづくり(商店、働く場の確保を通じた定住人口増) 

（4-5）住民がいきいき長寿できる環境づくり(福祉、相互扶助精神の醸成) 

（4-6）担い手が育ち、産業が活性化し、将来に花開く久美浜一区づくり 

 

５．現状と課題                                     
（5-1）久美浜一区の人口の変化 

平成 22 年 久美浜一区の人口は 1,890 人であり、平成 12 年の 2,095 人に比べると 

205 名減少しており、この 10 年間で約 10％弱の人口が減少した事になる。 

更に、高校生以下の人口が減る中で、高齢化率が 32.4％と少子高齢化が進行しており、 

若者が定住する『久美浜一区づくり』への戦略的な取り組みが求められている。 
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（5-2）産 業 
久美浜一区の基幹産業である商店は、空き店舗や担い手の高齢化の中で縮小が見られる。

一方、今後の展望を見通しながら経営戦略のもと、新しい展開にむけてチャレンジを行う店

舗もみられる。 

また、平成 23 年 1 月に非営利活動法人(NPO)「わくわくする久美浜をつくる会」が設

立認可され、「豪商稲葉本家」を中心に町内の資源を活かした活性化に取り組んでいる。 

観光、商業、地域の連携のもと、新しい産業興しの推進役としても期待される。 

 

（5-3）久美浜一区、及び周辺の環境整備 
『久美浜一区街なみ環境整備事業』は、まちづくり協定区域について、景観形成の観点か

ら、道路整備、側溝整備や公園の整備、久美浜公会堂の修景等を進めて来た。 

残り 2 年(平成 25 年度まで)の事業に対し、地域のニーズを踏まえた事業展開が望まれる。 

     久美谷川、栃谷川の浚 渫
しゅんせつ

及び河川改修工事の推進は、区長会を中心に要望活動が展開

され、一部護岸の補修と浚 渫
しゅんせつ

が着手されたが抜本的な解決には至っていない。 

    そのほか、ハード整備の要望として本願寺交差点及び十楽三叉路対策、国道 178 号線 

(十楽・本願寺～KTR 鉄橋)の歩道新設など多くの課題を残している。 

商店街の街路灯は、平成 5 年に商店街協同組合が実施主体となり、府、町の支援を受

けて設置され、夜間照明として大きく貢献している。 

現在、メーカが保障する耐用年数 15 年を過ぎるなかで、設置後 18 年が経過している。

協定 4 区(仲町、土居、東本町、新橋)は『久美浜一区街なみ環境整備事業』により街路灯

の整備を行うが、協定区域外の街路灯について課題が残されおり、平成 25 年度までに方

向を定め、地域の合意のもとに具体策を立てる必要がある。 

国道 178 号線(久美浜～甲山間)は、地域住民にとって通勤、通学及び観光面など日常

生活や、地域経済に密着した重要な路線であることから、平成 22 年に神野・久美浜地区

合同で道路改良期成会を立ち上げ道路改良について要望活動を展開している。 

部分的に改善されたものの、経費面、技術面で課題が残り、継続的な調査研究にとどまっ

ている。 

給水対策としては、平成 28 年度をもって簡易水道事業、上水道事業の補助制度が完了

することから、老朽化する施設整備に向けた給水区域の見直しが必要となっている。 

 

 （5-4）医 療 
当自治振興会では、平成 21 年度に京丹後市立久美浜病院と意見交流会を行い、地域医

療における久美浜病院の役割と現状について理解を深めてきた。 

  診療科目 14 科、病床数 170 床が効果的に活用され、また、地域の食習慣からみた 

健康対策など地域医療対策の充実が図られている。 

また、救急患者の受け入れなどの状況から久美浜病院の一層の充実が求められて 

いる。 
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 （5-5）安心・安全対策 
交通安全対策、防犯対策について、京丹後警察署久美浜交番との連携を図りながら 

区民への情報提供を行うこととしている。 

また、平成 23 年から、京丹後警察署が提唱する「府民防犯活動拠点づくりプラン」の 

モデル地域として、他地域の模範となる拠点づくりの連携活動を展開することとしている。 

久美浜小学校区では、「子ども見守り隊」による登下校の見守り、通学路の除雪など献

身的な活動が展開されている。 

地区の自警団を中心に消火栓の確認、防災体制の確認などが進められているが一層の体

制整備が望まれる。 

高齢者やひとり住まいの救急時に役立つ「緊急情報キット」を冷蔵庫に設置する取り組

みが、十楽区、仲町区、土居区などで取り組まれ、今日の状況に対応した取り組みとして

注目される。 

（5-6）学校教育 
久美浜小学校、久美浜中学校の児童、生徒数が減少する中で、教育の拠点施設である 

学校について、地域の担い手を育てる観点から検討することが必要になっている。 

平成 23 年には、久美浜小学校創立 140 周年記念事業を学校と地域の共同で実施し、 

各事業とも成功裡に終了したところであり、地域と学校の絆を一層強め、充実の方向性を 

見いだすことが求められる。 

また中学校の再編問題は、『久美浜中・高龍中学校づくり準備協議会(仮称)』が設置され、

当自治振興会としても、あるべき方向に向かって参画することが重要となっている。 

（5-7）社会教育 
公民館活動を通して、各種スポーツ行事、文化行事、各種講演会等の取り組みが充実し

てきている。 

平成 23 年 11 月には、公会堂において一区公民館を主体に自治振興会、区長会、まちづ

くり協議会の共催で「一区の皆様で楽しむ会」を開催するなど新しい展開が見られる。 

（5-8）資源活用、伝統行事 
平成 23 年 1 月 18 日『城下町に由来する風情ある久美浜の街なみ』が京都府景観資産

に指定された。 

今後、誇りある久美浜を発信する上で有利な条件を生かす対応が期待される。 

久美浜一区内においては、千日会観光祭、秋祭りなどの伝統行事が継承されているが、

担い手・担ぎ手の確保など継承に向けた課題があり、地域の誇りある行事として定着させ

る為の対応が必要となっている。 
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６．“明日の久美浜”一区プラン 基本コンセプト                 

(6-1)水と緑・豊かな生活空間を大切にするまちづくり 
平成 25 年度を最終年度とする『久美浜一区街なみ環境整備事業』の着実な実施を通じ、

街路灯整備をはじめ明るい街なみの景観形成を進めるとともに、協定区域外の街路灯など

についても並行して環境整備を進める。 

国道 178 号線(久美浜甲山間)の道路改良は、道路改良期成会(会長 谷口雅昭)がその実

現にむけた取り組みを推進している。 

久美谷川、栃谷川の浚 渫
しゅんせつ

及び河川改良工事について、区長会との密接な連携のもと 

抜本的解決に向けた要望活動を進めつつ、行政との協働活動について検討する。 

久美浜一区内での緑の空間を育て、美しく、楽しめる、癒しの空間として育成・活用す

るためにプランづくり（緑いっぱい、花いっぱいの豊かな空間づくりと活用プラン(仮称)）

を進める。 

久美浜の水源の森づくりについて、久美浜一区まちづくり協議会をはじめ関係団体と協

働し、豊かな水源の森づくりを進める。 

老朽化する給水施設の整備を計画的に進めるため、関係団体と共に参画し、あるべき 

方向に向けた施設整備の促進を図る。 

農業振興地域の区域設定について、将来に向けて農地として守るべき区域と新しいまち

づくりを進める区域設定について、農業者と地域が共に検討できる場づくりを行い、一区

の調和ある発展を進める。 

（6-2）人々が行き交う活力あるまちづくり 
ひな祭り、七夕、千日会観光祭、秋祭り等、地域の文化、観光、交流資源としてのイベ

ントを定着させ、発展させる。 

豪商稲葉本家をはじめ久美浜の拠点施設や街なみ、久美浜湾など久美浜の自然や歴史的

遺産を活かした観光活動を進めることにより、交流人口の増加を図り、街中の賑わいと経

済の活性化を進める。 

このため、平成 23 年 1 月に設立認可された非営利活動法人「わくわくする久美浜をつ

くる会」が地域活性化に積極的な役割を果たせるよう協力を行う。  

地域の資源を磨き、商品化を図ると共に、久美浜町内、或いは丹後地域との取り組みや、 

山陰海岸ジオパークを活かした地域の魅力発信など、京丹後市の施策と連携した取り組み

を進める。 

 一方、国内の観光客でだけでなく、国の施策とも相まってインバウンドによる外国人観

光客が増加する中、外国人にも魅力ある地域として情報発信し、対応が図れる外国語の案

内資料や標識板の設置、ガイドづくりなどの体制づくりを進める。 
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（6-3）安心・安全のまちづくり 
台風や地震による被害に備えて防災意識の向上に努めつつ、避難場所の確保や誘導、 

独居老人世帯の救援対策など、各地区の取り組みを進めつつ、久美浜一区全体で対応すべき 

課題を整理しながら対策の確立を図る。 

京丹後市、京丹後警察署の指導を得ながら一区の防災、防犯ネットワークを充実させる。 

近年、鳥獣による農作物被害に加えて、熊の出没など人身への危害の恐れがある状況も

予想される中で、熊出没情報や被害防止対策を地域ぐるみで実施する。 

各区の自警団の体制整備を進めるとともに、消防団活動への支援、連携を進め、緊急時の

対応力を高める。 

久美浜病院を地域医療の拠点とし予防医療、救急医療、治療医療の機能が維持充実する

よう久美浜病院との医療懇談会を定期的に持つなど、地域と病院の連携活動を促進する。 

 

（6-4）地域産業が繁栄するまちづくり 
商店街については、空き店舗の活用や新しい切り口での起業創出(チャレンジ店舗づく

り)など地域での受入、支援にむけた環境づくりを進める。 

京丹後市など行政機関とも連携して、雇用創出、若者定着に結びつく、まちなかの産業政

策づくりを行い、計画的に進める。 

自然豊かで、情緒のある久美浜の魅力を発信しながら、久美浜に住まいと仕事を求める

人々の定住条件の確保対策について検討を進める。 

 

（6-5）住民が活き活き長寿できるまちづくり 
高齢者が豊かな老後を送れるよう、憩いと交流の場づくり(さわやかサロン等)を進める。 

健康で生き生きとした人生を送れるよう健康づくり教室やラジオ体操実施運動を提唱し、 

全世帯にラジオ体操を呼びかける。 

高齢者が生涯教育を通じて、自らの特技、趣味を活かしながら生涯現役で活躍できる環境

づくりを進める。 

 高齢者(熟年者)の交流促進と役割発揮のための組織育成を久美浜一区老人会と相談しな

がら進める。 

 

（6-6）担い手が育ち、産業、地域が活性化し、将来に花開く久美浜一区づくり 
久美浜百珍の会などの先進的な取り組みに学び、更に一区の特産物を発掘し、地域のブ

ランド品として育て、広く PR しながら地域経済を牽引
けんいん

する。 

そして、この取り組みを通して産業と地域の担い手を育成する。 

青年、女性の交流の機会づくりを進め、地域の重要な担い手として参画の機会づくりと 

役割発揮を促進する。 

地域住民の自治に対する意識を高め、自らが様々な取り組み、催しに参画できるよう促

して行く。   

久美浜小学校、久美浜中学校との連携を強め、児童、生徒が地域を理解し、将来の地域

の担い手として定着するため、共同行事、交流行事などを進める。 

    また、子ども見守り隊の活動を評価し、見守り隊など地域のボランティア活動の条件づく

りを支援する。 
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７．プラン基本コンセプトの実現に向けて 具体的な取り組み         
    ６つのプラン基本コンセプトを具体化するため、久美浜一区自治振興会の構成団体、区民

の参画を得ながら協同し、或いは分担しながらプランを総合的に推進するものとする。 

また、行政、関係機関との連携を重視し、行政への提案や要望はプランをベースに進め、プ

ランの進行管理も行う。 

〖 重点項目〗 

（7-1）水と緑・豊かな生活空間を大切にするまちづくり 
    ・街路灯の整備について 

   街路灯の整備について、区長会、商店街協同組合、まちづくり協議会、自治振興会

による検討委員会の答申のもと、街路灯整備を進めることとし、平成 24 年度計画確

定、平成 25 年事業着手完了を目指す。 

・美しい景観形成について 

一区内の緑と花の空間づくり推進委員会を設置し、緑と花の育成と空間を活かした 

レクリエーション活動などを推進する。 

    ・河川沿いの整備について 

防災と景観形成を基本に久美谷川、栃谷川の河川改修などを進める為、行政と共に 

プロジェクトを作り、整備のあり方を検討する。 

また、必要な緊急対策については整備計画との整合性を保ちながら推進する。 

    ・久美浜湾岸の整備について 

久美浜湾の海岸線、久美浜公園、浜公園など久美浜湾沿いの豊かな空間づくりや活

用について検討を進める。 

（7-2）人々が行き交う活力あるまちづくり 
・伝統行事の継承、発展について 

伝統行事である千日会観光祭について、久美浜の夏の最大イベントとして今日的な

あり方や実施体制の検討を進め、誇りある行事として継承させる。 

このため、実行委員会と事務局の充実を図り、協力体制を強化する。 

      また、秋祭り、ひな祭り、七夕など地域行事の継承、発展を図るための対応を進める。 

       こうした取り組みを全国、海外にも発信し、交流人口の拡大を図り、地域の活性化、

産業の育成を推進する。（新聞、HP、テレビ、ラジオ、有線他） 

    ・一区区民の交流促進について 

一区区民の交流と元気づくりを進めるイベントについて、構成団体と協議しながら 

具体化を図る。 

    ・拠点施設を活かした活性化について 

豪商稲葉本家や久美浜公会堂などの拠点施設を地域の交流と地域興しの場として 

積極的な活用を促進する。 

このため、豪商稲葉本家の指定管理を受ける『わくわくする久美浜をつくる会』の 

一層の役割発揮に向けた取り組みを支援する。 

      また、久美浜公会堂を活かした交流促進を積極的に進めることとする。 
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    ・久美浜の資源を活用した観光メニューづくり、おもてなしと取り組みについて 

       自然、寺院、産業など久美浜には自慢できるものが沢山あり、ウォーキングコース

づくりや観光ツアーメニューを広く紹介する。 

（7-3）安心・安全のまちづくり 
・防災計画の見直しと対策について 

大地震の経験を活かし、津波等に対応する避難場所の設定や誘導について、防災計

画の見直しを含めた対応を行政に提案し、協同で対策の充実を図る。 

・安全、安心のネットワークづくりと取り組みについて 

久美浜一区の安心・安全のまちづくり指針を行政と京丹後警察署と共に作り、ネッ

トワーク組織の機能を活かした防犯、防災体制の充実化を図る。 

    ・高齢者の一人暮らしの安心確保について 

高齢者の一人暮らしの安心を確保するため、区と民生委員との連携をもとにした 

サポート体制づくりを進める。（除雪などを含む） 

    ・熊をはじめ野生鳥獣対策について 

熊の出没など野生鳥獣の被害を食い止めるため、専門機関、関係機関とも協議しな

がら対策の具体化を図る。 

・久美浜病院の充実について 

       病院との懇談会を開催し、地域の拠点医療の充実にむけた取り組みを進める。 

（7-4）地域産業が繁栄するまちづくり 
・久美浜町内の特産物の育成支援について 

このしろ寿司、鯛せんべいをはじめとした町内の特産物を地域の産物として PR す

ると共に、資源を発掘し、特産育成を支援する為、軒下市などの機会づくりを進める。 

    ・地産地消の促進と産業間の連携について 

地元産業の活用と地産地消を進めると共に、観光と農業、製造販売業と観光、商店

と観光など産業間の連携を促進し、生業
なりわい

としての町内産業の活性化を図る。 

      また、こうした事を進めるための研究会などを行い、取り組みの具体化を図る。 

    ・空き店舗、空き家の活用について 

空き店舗、空き家の活用を進めるため、行政と連携しながら具体策を検討すると共

に、当面、今後のモデルとなる事例づくりを行政との連携で進める。 

（7-5）住民が活き活き長寿できるまちづくり 
    ・地域のコミュニケーション、世代間交流の促進について 

各公民館などを活用した茶話会などを提唱し、お年寄りの楽しみや世代間の交流を

促進する。 

    ・高齢者の技能の継承について 

特技を持つ高齢者の活躍の場を設け、生涯現役として地域の活性化や後進の育成に

ついての役割を期待する。（高齢者技能登録制度の検討） 

    ・「さわやかサロン」の設置について 

京丹後市久美浜市民局や公民館に町民が気軽に交流や相談ができる「さわやかサロ

ン」（仮称）を設置することを提案し、実現に努める。 
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・ラジオ体操の推進について 

     久美浜公園や浜公園などを活用したラジオ体操を一区全体の取り組みとして推奨

し、健康づくりを進める。 

（7-6）担い手が育ち、産業、地域が活性化し、将来に花開く一区づくり 
    ・担い手の育成と新しい取り組みへのチャレンジについて 

久美浜一区の将来を担う自治振興会青年部の自主的活動を支援する。 

      また、地域づくりへの提言やチャレンジの機会を設ける。（懇談会、事業実施など） 

・地域への女性の参画促進について 

一女性の交流の機会づくりを行い、自治振興会や各団体の取り組みへの参画機会を

増やすと共に、女性の感性を活かした事業、施策の充実を図る。 

・得意分野の登録について(人材登録) 

住民一体となった自治を促進するため、住民一人一人が自分の得意分野を登録し、

必要に応じた人材選択ができるようデータベースを作成する。 

・学校と地域の連携促進について 

久美浜小学校創立 140 周年記念事業で構築された学校と地域の絆を更に強固なも

のとし、小中学校と地域の連携を深めるため、学校と地域の懇談会を提案し、共通課

題などに対応する。 

久美浜中学校の統合に係わる対応について、再配置に関する諸課題を協議する久美

浜中・高龍中学校づくり準備協議会(仮称)に代表を派遣し、協議会へ参画することを

通じてあるべき新生中学校づくりに対応する。 
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８．6～8 ページ記載の重点項目(7-１)～(7-6)に係わる行政への要望課題   

  以下について、行政関係機関などに要望を行いながらその実現に努める。 

（8-1）久美谷川の浚渫及び河川改修工事の推進 

近年の異常気象や埋め立てなどによる急激な増水を考えるとき、計画的・継続的な事 

業が求められ、当面、台風等の増水時に家屋への浸水、護岸石積み崩壊リスクの解消の

事業が必要（平成 22 年度、23 年度の府民公募型事業で着手いただいたことを評価） 

（8-2）栃谷川の浚渫及び河川改修工事の推進 

 平成 22 年度に引き続き河川の浚渫が必要、併せて堤防の改修、用水路への逆流被害

の具体的方策が必要 

（8-3）久美谷川、栃谷川流域の内水処理対策を推進（排水対策） 

      近年、大雨や大潮による久美浜湾の海面上昇が顕著になり、久美谷川や栃谷川の氾濫

を招く危険性がある。 

これを回避する為、久美谷川、栃谷川に水門を作り、河川の水をポンプで排水する内水

処理対策が必要となっている。(久美浜湾からの海水の逆流を防ぐ) 

（8-4）府道久美浜停車場線久美浜駅から栄町地点の歩道や側溝の改修 

      通学・通勤での利用及び、訪れた観光客が利用する一区内の中心的な道路であるにも

かかわらず、舗装面のひび割れ、側溝と舗装面の高低差が著しくある場所が多く見受け

られ、安全面、環境美観の観点から早急な対応が必要。 

（8-5）久美浜湾一区周辺環境整備総合計画による国・府道等の改良工事の推進 

      街なみ環境整備事業が着々と進展し、豪商稲葉本家やアメニティ久美浜公園を訪れる

観光客も多い。 

     久美浜へ来ていただく道路整備の一層の充実が必要（国道 178 号線、香住・久美浜線 

や久美浜気比線の府道整備等、総合計画にもとづく早期の施工が必要） 

（8-6）府道久美浜三原線のガードレールの設置拡充 

      転落事故防止のため、設置箇所の拡充が必要。(平成 22 年度 府民公募安心、安全事

業)により延長 140 メートルに渡り着手） 

（8-7）府道香美久美浜線須地地区の道路拡幅改良工事 

但馬と久美浜をつなぐ観光・産業・生活防災道路として重要。 

とりわけ久美浜側登り口付近の拡幅が必要。 

（8-8）大型車の交差ができる本願寺交差点及び十楽三叉路交差点対策 

      特に、観光客が訪れる夏期・冬期には、大型バスの交差が困難なことから渋滞が頻繁

に起こる。 

また、工事に伴う大型トラックの往来も多くあり、歩行者や自転車にとっては前に進め

ない状態になる。  

歩道の確保や電柱の地中への埋め込みなど、現状で可能な対策が急務。 

（8-9）三原峠トンネル化とバイパス道路新設 

      世界認定された「山陰海岸ジオパーク」を活かして地域を活性化させるためにも隣の

兵庫県城崎に短時間で行き来し、互いの連携を促進することが必要。 

行政、地域団体などからなる検討委員会を設置し、具体化が必要。 
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（8-10）国道 178 号線(十楽・本願寺～KTR 鉄橋)歩道新設 

      平成 22 年度「府民公募型安心・安全整備事業」により、十楽区の側溝が整備された。

継続実施により、安全な歩道設置を区域全体にすることが小学生をはじめとした歩行者

の安全確保のために必要。 

（8-11）久美浜小陣屋川～如意寺までの久美浜湾側・如意寺前山側の側溝整備 

      道路幅が狭く、車や如意寺に参拝する歩行者、自転車が頻繁に往来している交通量の

多い道路でありながら、側溝がない場所や側溝の溝蓋がない場所など、この地域の計画

的な側溝整備が必要。 

（8-12）市道の整備 

      西本町、河梨線（旧国道 178 号）は、新 178 号バイパス（現在の国道）が造られ

た事により町道となった。 

旧久美浜町では、町道に対する側溝整備の優先順位が低く設定され、新町区内における

側溝整備がなされないままとなった。 

このため、道路が舗装改良されるたびに舗装面が高くなり、側溝と道路の高低差が著し

く生じている。 

久美浜小学校、久美浜保育所の通学通園道路であり、高齢者も多く利用している道路

であるため、側溝の改修整備を早急に行い、安全通行の確保を行う必要がある。 

（8-13）排水路の拡張と道路を横切る排水路土管の点検と改修・整備 

      これまで農地であった場所が埋め立てられ、排水路の整備がなされないまま放置され

ている。 

また、道路を横断する土管に砂が詰まり、増水時に排水ができず浸水する場所が随所に

みられる。 

当面、ゴダイ駐車場前の地中土管の整備が必要。 

（8-14）浜公園西側の船着き場 水没状態の解消対策 

浜公園西側の船着き場については、地盤沈下のせいか満潮時に水没状態になる。 

浜公園の浸水に対する防御や船着き場の安全確保のため、かさ上げなど水没状況の防止

対策が必要。 
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９．“明日の久美浜”一区プラン チャート                     

(9-1)“明日の久美浜”一区プランをわかりやすく図式化しました。 
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充実 

担
い
手
が
育
ち
、
産
業
が

活
性
化
し
、
将
来
に 

花
開
く
久
美
浜 

一
区
づ
く
り 

・若者の定住条件づ

くり 

・産業の活性化 

 (商業、観光、農

業、産業間、経営

間連携など) 

『宝』を活かした“明日の久美浜”一区プラン 
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10．久美浜一区内の各地区における主要整備計画              

（10-1）仲町区 
 a．施設整備関係 

・公民館施設内配置用テレビ購入 

・公民館施設内畳入れ替え 

・公民館施設室内壁塗り替え 

b．地域環境整備関係 

・ポケットパーク管理(植栽) 

・久美浜公園(アメニティ)管理(植栽) 

c．福祉関係 

・車椅子購入(公民館備え付け) 

d．防犯、防災対策関係 

・仲町区防災の心得、防災マップ(消火栓の設置場所)作成 

（10-2）土居区 
a．地域環境整備関係 

・久美谷川の川岸整備 

b．防犯、防災対策関係 

・土居区防災の心得、防災マップ(消火栓の設置場所)作成 

（10-3）新町区 
 a．施設整備関係 

・公民館施設の外壁面に亀裂が生じているため、外壁面の補修工事、及び鉄骨外階段の防錆塗装 

b．防犯、防災対策関係 

・熊の出没が見られる当地区内に防護フェンスを設置 

・新町区防災の心得、防災マップ(消火栓の設置場所)作成 

（10-4）東本町区 
a．防犯、防災対策関係 

・東本町区防災の心得、防災マップ(消火栓の設置場所)作成 

b．その他 

・太鼓台の経年劣化がひどく、漆の再塗装を計画(新橋区、東本町区合同事業) 

（10-5）新橋区 
 a．施設整備関係 

・公民館設置用 掲示板(掲示パネル) 

b．防犯、防災対策関係 

・新橋区防災の心得、防災マップ(消火栓の設置場所)作成 

（10-6）栄町区 
 a．施設整備関係 

・公民館施設内設置用 冷蔵庫、及び掃除機購入 

b．防犯、防災対策関係 

・栄町区防災の心得、防災マップ(消火栓の設置場所)作成 

（10-7）向町 
a．防犯、防災対策関係 

・向町区防災の心得、防災マップ(消火栓の設置場所)作成 

b．その他 

・太鼓台の組立てロープを新調 

（10-8）西本町 
 a．施設整備関係 

・公民館施設内配置用テレビ購入 

b．防犯、防災対策関係 

・西本町区防災の心得、防災マップ(消火栓の設置場所)作成 

（10-9）十楽 
a．防犯、防災対策関係 

・十楽区防災の心得、防災マップ(消火栓の設置場所)作成 

b．その他 

・太鼓台の飾り幕を新調 
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１．『宝』を活かした“明日の久美浜”一区プラン策定までの主要経過    

2010 年【平成 22 年】  
 

会議出席者

 7 月 13 日 久美浜一区プラン策定準備の開始(常任役員会) 会 長、副会長(3 名)

9 月 8 日 久美浜一区プランづくりの方向を確認 幹事会 

9 月 26 日 先進地視察研修（福崎町） 
自治振興会、まちづくり、

観光協会、区長会、公民館

11 月 9 日 久美浜一区プラン策定スケジュールを確認 幹事会 

12 月 9 日 プランづくり勉強会 
既存まちづくりの概要と到達状

況、一区の主要課題について 
幹事会、構成団体代表

2011 年【平成 23 年】    

1 月 27 日 久美浜一区プラン策定スケジュール承認 幹事会 

2 月 28 日 久美浜一区プランの骨格を提案 幹事会 

3 月 17 日 久美浜一区プランの骨格を承認 幹事会 

6 月 2 日 久美浜一区プラン懇談会実施を確認 幹事会 

6 月 24 日 プラン懇談会 
プランの骨子(案)を説明し、関係機関、 

団体から意見と提言を聴取 
幹事会、関係団体、市民局、  

久美浜病院、警察、小中学校 

8 月 5 日 
先進地視察、アンケート、標語(キャッチコピー)の決定を経て

プランの完成を見る事を確認 
幹事会 

9 月 15 日 久美浜一区プランに係るアンケート実施 (9/15～10/11) 一区全戸 

9 月 18 日 先進地視察研修（篠山市） 
幹事会、区長会、観光協会、

市民局、まちづくり、PTA 

10 月 12 日 アンケート集約開始       (10/12～11/24) 
事務局長 

酒井地域サポータ

11 月 25 日 一区キャッチコピーを募集    (11/25～12/22) 一区全戸 

12 月 20 日 久美浜一区プラン原案協議 幹事会 

12 月 21 日 久美浜一区プラン原案の意見聴取 (12/21～1/20) 各団体に照会 

2012 年【平成 24 年】    

1 月 27 日 一区キャッチコピー 一次審査 幹事会 

1 月 27 日 久美浜一区プラン原案決定 幹事会 

2 月 18 日 一区キャッチコピー 最終審査 常任役員会 

2 月 29 日 久美浜一区プラン決定 臨時総会 

4 月 1 日 『宝』を活かした“明日の久美浜”一区プラン スタート 
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２．久美浜一区プランの変遷                              

まちづくり協議会策定 

プラン基本計画(平成 16 年) 到達点（主要事項） 新たな課題・考慮すべき施策

新しいプランの 

基本コンセプト 
(平成 24 年度～28 年度)

主要対応事項 

１水と緑への挑戦 

●自然との調和と魅力ある景

観によるまちづくり 

・久美浜湾及び河川の環境保

全等 

・水辺を生かした憩いとやす

らぎの空間整備 

●個性と魅力あふれた街なみ

の整備 

・楽しいふれあいのある空間

整備 

・安全で楽しく歩ける歩道や

交通渋滞や事故のない車道

の整備 

・安心して暮らせる住環境整

備 

２にぎわいへの挑戦 

●見て歩いて楽しいまちなみ

と商店街づくり 

・住民・商店・諸団体が協力

してにぎわいと個性ある商

店街づくりを進める。 

・景観的にも魅力ある商店街

づくりを進める。 

・笑顔とあいさつ、ぬくもり

の商店街づくりを進める。 

・交流拠点の整備 

３感動への挑戦 

●『自立の気質！』文化、 

歴史 

・芸能を学び幾代にも残せる 

まちづくり 

・久美浜「ふるさと学習」を

推進 

・地域リーダー・まちづくり

グループを育成し、支援す

る。 

・歴史・文化の保存継承と創

造 

●『やる気と感動！』一区に

帰りたい、住んで良かった

と思えるまちづくり 

・交流やふれあいの機会を充

実させる。 

・『あいさつ運動』を展開する。 

・コミュニティケアを構築す

る。 

・子供たちがたくましく、す

くすくと育つ環境を築く。 

●『住民が主人公！』物語の

中に位置づけたまちづくり 

 

 

・久美浜一区街なみ環境整

備事業(平成 16 年～25

年度)による街なみ景観

整備。 

ポケットパーク整備等。

・水源の森づくり（広葉樹

の植栽 4 者共同で実施）

・久美谷川、栃谷川の浚渫

工事の実施 

・久美浜公園の整備 

・久美浜公会堂の修景工事

・久美谷川沿道の桜の剪定

 

・千日会観光祭、ひな祭り、

七夕夏祭り、秋祭りなど

を通じた賑わい創出 

・一区の皆さんで楽しむ

会、公民館各種サークル

活動の進展 

 

 

 

 

・一区まちづくり協議会、

久美浜町郷土研究会に

よる学習会の実施 

・自治振興会青年部の結成

とドラゴンカヌー大会

参加など若者の活動活

発化 

・雛人形づくりを通じた女

性の交流 

・久美っ子見守り隊による

子供の安心・安全環境づ

くり 

・公民館活動による文化、

スポーツ行事の実施 

 

・久美浜一区街なみ環境整備

事業の残事業の着実な実施

（街路灯、土居駐車場塀、

家屋の修景） 

・協定区域外の街路灯の整備、

管理体制の確立 

・安心・安全対策の充実 

（東日本大震災の教訓を踏ま

えた対策の具体化） 

 災害防止、犯罪防止のモデ

ルづくり（京丹後市警察と

の連携） 

・久美浜特有の資源『宝』を

生かした一区づくり 

・稲葉本家など拠点施設を活

かしたまちの活性化 

・久美浜病院など地域医療の

充実 

・伝統行事(千日会観光祭、秋

祭り等)の継承に向けた対

応 

 

《行政施策との連携》 

●過疎地域自立促進市町村計

画を活用した活性化策 

(平成 22 年～27 年度) 

●商工業 

 チャレンジショップ、観光

との有機連携 

●通年型観光を目指し、歴史

景観の創造や体験型観光、

土産物開発、ガイド育成 

●地域医療、公園(城山公園、

東山公園、浜公園)、生涯教

育 

※京丹後市観光振興計画 

『久美浜湾とかぶと山をより

活用』『まちの活性化とまち

歩き』などが挙げられてい

る。 

 

●水と緑・豊かな生活空

間、久美浜一区づくり

(生活基盤、環境整備)

 

 

 

 

 

●人々が行き交う活力

あるまちづくり(交流、

創造、希望のあるまち

づくり) 

   

● 安心・安全のまちづ

くり(防犯、防災、相

互扶助) 

 

●地域産業が繁栄する

まちづくり(商店、働く

場の確保を通じた定住

人口増) 

 

 

●住民がいきいき長寿

できる環境づくり(福

祉、相互扶助精神の醸

成) 

 

 

 

 

 

●担い手が育ち、産業が

活性化、そして将来に

花開く一区づくり 

 

・街路灯の整備 

検討委員会の答申のもとにまち

づくり協定外を含めた整備を促

進し、管理体制を整える・ 

・防災と景観形成を基本に久美谷

川、栃谷川の河川改修や景観形

成のプロジェクトで具体策を検

討し対策の具体化を図る。 

・伝統行事を多くの住民の参画で

継承、発展を図る。 

・稲葉本家、久美浜公会堂など拠

点施設を地域の交流、地域興し

の場として積極的に活用 

・安心、安全のまちづくりプロジ

ェクトを発足し、地域の防災、

防犯対策を充実させる。 

 

・久美浜町内の特産物の育成支援 

・軒下市、空き家を生かしたチャ

レンジ支援（モデルづくり） 

・地産地消の促進と産業間連携の

促進 

・地域のコミュニケーション、世

代間交流の促進 

（お楽しみ会など企画実施） 

・「さわやかサロン」の設置 

 一区の皆さんが日常的に交流で

きる場づくり 

・ラジオ体操など一区で取り組む

健康づくりの呼びかけと定着 

・新しい 1 区を創造する人材登録

と活躍の場づくり 

・青年、女性の一区づくりへの参

画機会づくりと自主的活動の促

進 

・学校と地域の連携促進 

平成 24 年 3 月 31 日現在 
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３．久美浜町の統計情報                               
※人口（国勢調査）《久美浜町》 

年次 世帯数 久美浜町人口 世帯数 一区人口 世帯数 二区人口 世帯数 河内人口 

明治 41 年 3,520 17,319             

大正  元年 3,430 17,760             

大正  9 年 3,552 16,364   1,929   1,674     

昭和  5 年 3,504 16,746   2,226   1,549     

昭和 22 年 3,719 19,096   2,772   1,808     

昭和 30 年 3,584 17,821   2,682   1,670   149

昭和 40 年 3,433 15,303   2,448   1,386   110

昭和 50 年 3,412 13,522   2,293   1,211     

昭和 55 年 3,380 13,178 634 2,218 279 1,144 28 101

昭和 60 年 3,401 13,177 663 2,190 284 1,146 38 124

平成  2 年 3,353 12,821 650 2,118 283 1,146 40 130

平成  7 年 3,353 12,338 648 2,065 282 1,122 48 132

平成 12 年 3,366 11,857 675 2,095 281 1,064 42 121

平成 17 年 3,351 11,097 657 1,932 287 1,010 40 101

平成 22 年 3,266 10,331 629 1,890 257 822 41 113

※事業所数/従業員数《久美浜町》 
年次  平成 18 年 平成 13 年 平成８年 平成３年 昭和 56 年 

業種      区分 事業所 従業者数 事業所 従業者数 事業所 従業者数 事業所 従業者数 事業所 従業者数

農林漁業 3 22 3 29 3 27 6 37 - - 

建設業 103 428 132 519 130 527 146 420 141 396

製造業 217 879 287 962 591 1,517 886 2,034 967 2,118

卸売・小売 128 556 208 739 225 788 279 779 291 696

金融・保険 6 38 9 45 8 42 5 30 9 41

鉱業 2 26 1 13         1 8

公務 9 57 10 149 11 164 12 139 11 143

不動産業 8 10 7 10 2 2 2 3 1 2

運輸・通信業 8 57 14 89 12 76 13 66 15 80

電気･ガス･水道 1 0 3 15 2 14 2 8 2 11

サービス業 312 1,680 259 1,578 262 1,452 263 1,230 235 970

計 797 3,753 933 4,148 1,246 4,609 1,614 4,746 1,673 4,465

※経営耕地面積 (単位：ha) 《久美浜町》 
年次 田 畑 樹園地 計 

昭和 35 年 1,265 325 106 1,696

昭和 55 年 1,103 157 61 1,321

昭和 60 年 1,096 147 61 1,304

平成  2 年 1,053 135 65 1,253

平成  7 年 1,002 144 82 1,228

平成 12 年 982 142 74 1,198

平成 17 年 886 119 76 1,081

※工場数/従業員数：従業者 4 人以上の事業所《久美浜町》 
年次 平成 19 年 平成 13 年 平成 9 年 平成 4 年 

業種      区分 事業所 従業者数 事業所 従業者数 事業所 従業者数 事業所 従業者数 

食料品 2 28 4 42         

繊維     3 15 6 28 15 73

木材・木製品 2 9 4 23 5 38 6 46

家具・装備品 2 11 3 17 4 20 3 16

金属製品 2 35     3 27 5 40

その他 13 378 19 425 19 415 21 521

計 24 461 33 522 37 528 50 696
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※機業の推移《久美浜町》 
年次 戸数 台数 

昭和 35 年 35 73

昭和 55 年 855 2,059

平成  ２年 718 1,328

平成  ７年 544 1,033

平成 13 年 242 485

平成 17 年 163 325

平成 20 年 129 240

※商業の推移《久美浜町》 
卸売業 小売業 

年次 
商店数 従業者数 商店数 従業者数 

昭和 57 年 11 31 249 573

平成  ３年 19 45 225 640

平成  ６年 13 52 201 573

平成  ９年 13 56 177 548

平成 11 年 14 34 167 573

平成 14 年 12 29 143 550

※久美浜小学校 生徒数の推移《久美浜町》 
年度 学級数 男 女 生徒数 教員数 その他 

昭和 55 年 （１）13 158 151 309 17 6

昭和 58 年 （１）13 164 155 319 17 6

昭和 63 年 （１）13 162 126 288 18 5

平成  ５年 （１）11 144 107 251 15 4

平成  ８年 （１） ８ 112 100 212 13 4

平成 11 年 （１） ７ 113 93 206 （１）13 4

平成 14 年 （１） ７ 117 110 217 15 4

平成 18 年 7 98 88 186 13 4

平成 22 年 7 64 70 134 12 2

※久美浜保育所 園児数の推移《久美浜町》 
年度 人数 

昭和 55 年 140 

昭和 60 年 114 

平成  ２年 122 

平成  ７年 109 

平成 12 年 116 
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４．久美浜一区キャッチコピー                            
※キャッチコピーを決定しました。 

今後、このキャッチコピーを合言葉に、豊かな久美浜一区をみんなで作っていきましょう!! 

○いつ、一区、行く？ 

○持ち味活かし、共に築こう『夢』ある久美浜 

○海の青 山の緑に抱かれて 皆が笑顔の丹後･久美浜 

５．久美浜一区住民アンケート結果                        
アンケート依頼件数 590 件に対し 305 世帯から回答をいただきました。(回答率 51％) 

久美浜一区の皆さんが久美浜一区プランに大きな関心を持っていただいていると実感致してお

ります。 

とりわけ、新橋地区は 93％の世帯から回答をお寄せいただき、大変高い関心を持っていただ

いております。 

ある地区では、中学生から久美浜一区の将来に対し貴重な意見が寄せられ、とても頼もしく感

じております。 

アンケート参加人数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各地区別のアンケート回答数と世帯数 

 

 

地区 男 女 性別回答なし 回答数合計 世帯数 回答率 

土 居 13 11 24 76 31％ 

東本町 16 6 1 22 40 55％ 

西本町 5 9 14 59 23％ 

新 町 26 27 1 53 104 50％ 

新 橋 18 11 29 31 93％ 

栄 町 37 26 3 66 84 78％ 

仲 町 12 16 28 41 68％ 

十 楽 14 18 1 33 105 31％ 

向 町 25 10 1 36 50 72％ 

   総合計 305 590 51％ 

0

20

40

60

80

100

120

土居 東本町 西本町 新町 新橋 栄町 仲町 十楽 向町

回答数

世帯数



- 19 -               久美浜一区自治振興会 

久美浜一区の住み心地はどうですか？ 

地区 住みやすい 
どちらかと言え

ば住みやすい 

どちらかと言え

ば住みにくい 
住みにくい

土 居 12 7 4 1 

東本町 12 9 2 0 

西本町 5 6 0 0 

新 町 25 23 4 2 

新 橋 15 10 2 1 

栄 町 24 35 3 0 

仲 町 5 19 2 0 

十 楽 16 15 3 0 

向 町 17 13 2 2 

合 計 131 137 22 6 

久美浜一区の宝は何ですか？ 

地区 
かぶと山･久美

浜湾等の自然

歴史的な

街並み 

就労基盤

がある 

暮らしやすさ

(買い物･病院)

人間関係

の良さ 

イベント･季節

の取り組み 
その他

土 居 19 2 0 6 5 1 2 

東本町 19 4 0 6 7 1 0 

西本町 9 1 0 4 4 1 0 

新 町 38 14 2 13 12 7 1 

新 橋 20 1 0 9 5 1 0 

栄 町 47 2 2 14 12 4 2 

仲 町 19 2 0 12 6 1 0 

十 楽 25 5 0 8 7 2 0 

向 町 21 3 0 12 5 1 0 

合 計 217 34 4 84 63 19 5 

将来どのような久美浜一区であってほしいと思いますか？(生活基盤) 

地区 
道路･下水道等

が整備される

災害･事故のない

安心･安全な街 

高齢者･障害者が

安心出来る街 

医療体制･健康づ

くり施設が充実

保育所・学校を充実

し地域で子育て 

土 居 4 12 9 8 2 

東本町 0 8 10 9 3 

西本町 1 3 4 6 3 

新 町 10 26 25 23 11 

新 橋 3 18 8 6 3 

栄 町 11 28 26 17 12 

仲 町 8 13 12 6 4 

十 楽 5 8 13 16 4 

向 町 5 13 16 9 5 

合 計 47 129 123 100 47 

将来どのような久美浜一区であってほしいと思いますか？(産業基盤) 

地区 
商店街の活性化を

基盤とする地域 

就労の場に恵ま

れた地域づくり

観光客が多く交

流人口が増える

企業誘致等活力

ある地域づくり

土 居 8 15 3 9 

東本町 2 6 6 6 

西本町 4 4 2 3 

新 町 16 30 16 14 

新 橋 5 12 10 7 

栄 町 17 31 20 21 

仲 町 8 13 7 8 

十 楽 11 16 5 12 

向 町 4 13 6 8 

合 計 75 131 75 88 
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将来どのような久美浜一区であってほしいと思いますか？(自然･文化) 

地区 
街並み･久美

浜湾等活か

す街づくり 

稲葉本家･神

社等を活か

す街づくり 

イベント･祭り等

賑わいある街 

花いっぱい運動

等地域の美化に

ｺﾞﾐ減量やﾘｻｲｸﾙ

活動等環境問題 

ｽﾎﾟｰﾂ･文化活動

が盛んな地域 

土 居 10 4 5 2 2 5 

東本町 12 1 6 1 2 1 

西本町 6 2 4 1 2 1 

新 町 25 17 12 13 7 12 

新 橋 11 2 14 3 2 6 

栄 町 33 12 19 7 5 4 

仲 町 12 8 6 3 5 3 

十 楽 19 9 6 2 5 2 

向 町 13 8 8 1 9 4 

合 計 141 63 80 33 39 38 

 地域の中での課題と思うことは何ですか？ 
・栃谷川の橋に欄干を作って安心して渡れるように。                 女(70) 

・若い人に働く場所を、そして定着し生活できるように。               女(60) 

・住民に積極性がない・他人を意識しすぎ・若者に職場を・高齢化           男(60) 

・雛人形、七夕、など良いことだと思うが、夜間の作業や、役員の方の 

 人集めなど負担が大きい。                            女(40) 

・可燃ごみはネットよりゴミステーションがいい。                  女(20) 

・高齢者が多く、挨拶がやりにくい。                        男(10) 

・溝が多くて危ない。                               女(30) 

・水害が心配。                                  女(30) 

・子供が安心して遊べる公園が少ない。                       女 

・少子高齢化、世帯数減少による役員の固定化。                   男(40) 

・秋祭り、若者が少なくなっており、青年団での取り組みには限界がある。 

 区で取り組むべきだ。                              男(40) 

・働く場がない。活気がない。                           男(40) 

・千日、秋祭りなど継承されているのはいいことだが、寄付が 多過ぎる。        女(50) 

・高齢に伴う孤独。出かける場所、気楽に参加できる催しがない。     

・車に乗ることが出来なくなった時、生活できるか心配。(買い物、病院通い)        男(60) 

・久美浜病院ですべての診療が受けられ、豊岡など他の病院にいかなくて 

 も済むように。                                 男(60) 

・地域の全体で連帯の輪を拡充し,参加意識の向上                   男(80) 
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水と緑・豊かな生活空間、久美浜一区づくりについて意見をお聞かせ下さい 

・自分の知らないところで大人の方がこんな取り組みをしていることを知りま 

 せんでした。とても良いことだと思います。応援しています、頑張ってください。    男(10) 

・土居、仲町、十楽の電線を地中に埋め、道路もカラー舗装し側溝の蓋を！        女(70) 

・公園の遊休地の活用と植樹による美化、森づくりの必要性、川沿いの植樹も 

 街並み景観に必要。                               男(60) 

・下水の取り付けを促進し久美浜湾をきれいに                    男(30) 

・山林、農地、湾を昔のように整備、美しく                     男(60) 

・第１の宝は豊かな自然です。人工的に埋めたり削ったりすることは大切な       女(60) 

 宝を壊しているようなものです。外から遊びに来る人を増やすことのみが 

 活性化でなく、子供が、老人が安心して安全に遊べ、落ち着いて暮らせる 

 ことが大事であると思う。日本中どこも同じ顔になる必要はないし同じ物 

を求める必要もないと思う。 

・久美谷川の水をきれいにして、川の脇に遊歩道を                  女(20) 

・橋の美しさを考え、橋上の街灯を久美浜に合う灯りにして統一する。         女(70) 

・十楽～如意寺までの海岸に遊歩道を                        女(50) 

・アメニテイー、本願寺、宗雲寺、太刀宮を桜の名所に、そしてウオーキング 

 コースにして売り込む。一区に有る神社、お寺は、自慢で有り宝である。 

 観光資源として活用させてもらう。                        女(50) 

・道路に歩道もなく子供を連れて歩くのが危険、安心して歩ける道路の整備が必要    男(60) 

・道路、水際の美化、整備                             女(60) 

・「緑いっぱい、花いっぱい」花づくりに興味ある人を集め定期的に教室を開き 

 環境整備に努める。老人会、中年会など老人パワーを役立て、美化運動        女(50) 

・過去の遺産に頼ってばかりの町づくりは古い・高齢者問題に目を向け、高齢者 

 専用の賃貸住宅を作り、又、医療を充実し高齢者が安心して快適に暮らせる町 

 として外部から人を呼び込む。それにより雇用も増える。              男(80) 

・温泉、休憩所、地場産物の販売所を作り、そこを拠点に散策などゆっくり出来る 

 街づくり。                                   女(40) 

・二区を含めた街づくり。カブト山の整備                      男(50) 

・一区街並み環境整備は、該当地区のみ恩恵を受けており、それ以外の地区は 

 メリットがない。一区全体が整備されることを望む。                男(60) 

・カブト山、久美浜湾、アメ二テイーを総合的に活用し観光、イベントを増やし 

 賑わいのある街へ。                               男(70) 

・電線を地中に埋め電柱をなくして下さい                      男(60) 

●年代を超え数多く寄せられた意見 

・久美谷川、栃谷川の河川改修。 

・台風、大雨による水災害被害の心配。 

・町内を花いっぱいにする「緑、花いっぱい運動」 

・花づくりに参加したい。 
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人々が行き交う活力あるまちづくりについて意見をお聞かせ下さい 

・多い空き家を活用し、例えば、雛人形を飾り家の中まで入り見学する。以前、      女(60) 

 国際交流を行った人達の名簿を利用し、再度、交流を行いリピーターになってもらう。 

・まちづくり中心のニュース、久美浜１区の色々な情報を書いた物を月１回くらい 

発行していただきたい。 

・地区のことや一区のことを気楽に話し合える場を年２回ほど設けていただきたい。 

・千日会を昔のように十楽から東本町まで通行止めにして活気あるものに        男(60) 

・海をポイントにしたイベントの開催                        男(10) 

・飲食店がない、久美浜の自然を感じられるところに特産品も取り扱った 

 店が欲しい。久美浜公園内に                           女(20) 

・ひな祭り、七夕などのイベントがいつあるのかわからない、もっとＰＲし、 

 近くの観光地と連携しアピールしては、                      女(40) 

・向町には「親から子へ、子から孫へ」と、千年も伝えられてきた歴史と 

 伝統、古文書がある。そのような久美浜の歴史を掘り起こし観光資源と 

して活用しては                                 女(70) 

・本当の自然の見える街、安易な観光客の呼び込み仕掛けなら何処でもや 

 っている。まずは町民が住んで楽しめる街並みと自然がある町。稲葉本 

 家が町民住民が利用できるようになったことはいいことだ。住民がどこ 

 でも利用し、住民が楽しめる街を目指しては。                   男(60) 

・千日、秋祭りなどカンパや寄付に頼った事業は発展性がない。            男(60) 

・七夕など年１度の行事には、特別料金で宿泊でき、思い出作りになるオ 

 プションを付け外から人を呼び込むプランを考える。                女(40) 

・ドラゴンレースについて、久美浜に行けばいつでもドラゴンカヌーに乗 

 れるように、練習用のカヌーをレンタルし、その人たちがレースに参加 

 できたら今以上に盛り上がるのではないか。                    男(60) 

●年代を超え数多く寄せられた意見 

・千日会・秋祭り・ひな祭り・七夕・稲葉本家・久美浜湾等を一区住民の多くの人が自慢に思い 

取り組んでいる事を強く感じました。 

・それだけに、多くの人がこれらの事業をもっとアピールし、全国にＰＲして地域の活性化に 

役立たせたいと願っています。 

・千日、秋祭り、雛人形、七夕をはじめ、一区の良いところをもっともっとＰＲすることを多く 

 の方が望んでいます。 
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安心・安全のまちづくりについて意見をお聞かせ下さい 

・夜、本通りが真っ暗です。せめて８時頃までは明かりをつけて街中 

を明るくしましょう。熊がいないか心配です。                   女(60) 

・災害時の避難場所も津波のことを考え再考する必要がある。             男(60) 

・久美浜交番にお巡りさんがいないので不安です。                  女(40) 

・高齢者、要支援者の見守りネットワーク、子育てネットワークを早 

 急に作るべし。                                 女(60) 

・向こう三軒見守り隊体制を各区につくる。                     男(60) 

・緊急情報をメールで携帯に知らせて欲しい。                    女(20) 

・熊の出没時に早く情報がほしかった。防災無線を使いタイムリーに 

情報が流せるシステムを                             女(30) 

・久美中の一角に非常時に備え、非常食と医療品の保管庫を作る。また 

 手動のポンプを設置し地下水を汲みあげ飲料水を確保する。             女(70)      

・防犯意識向上のため、昔の「火の用心」を子供も参加で復活させる。 

 土居交差点から久美浜公園まで防犯灯がないので設置を望む。            女(60) 

・高齢になり今後の生活に不安、入居施設や安心して頼れる対策を願う         女(70)      

・災害に強いまちづくりは、一朝一夕には出来ない。そこで提案 

 1．一区内の改善箇所計画づくり（区長会議中心） 

 2．府民公募型（予算の増加要望）を利用し、最低限の補強策を実施 

 3．地域の連携が必要。近隣同士の互助精神（お互い様）の醸成。          男(60) 

                          （一人一役制度） 

●年代を超え数多く寄せられた意見 

  

 

 

 

 

・久美浜病院大好き倶楽部を作って医院長や現場の声を聞く。 

・人工透析等、病院施設の拡充を希望する。  

 病院の充実、病院が無くならないようにと望む声が多く出されました。 

・年寄りの楽しみの野菜作りが動物の被害に遭う、動物が里にこないよう対策をしてください。

・害獣の駆除を考えてください。             

多くの方が、熊に関して非常に危機感をもたれています。 

 ・大雨、台風による河川の反乱等の心配をされる多くの意見が出されました。 
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住民が活き活きと長寿できる環境づくりについて意見をお聞かせ下さい 

・高齢者が気楽に参加できる習い事があればいい。                  女(70) 

・住民が、主になるサークル活動、（指導者も含め）活発化               女(40) 

・空き店舗を活用しサークル活動、作品展示。                    男(40) 

・空き店舗を利用して、高齢者のもつ技術の指導場づくり               男(60) 

・趣味や特技を持っている方を地域で生かし、教室を                 男(60) 

・町内で行っている「サロン」を一区でもしてみたらどか               男(50) 

・公民館、会館を老人の憩いの場として提供したら                  男(60) 

・小学校の空き教室を、趣味の講座などに利用できないか。児童と学べる 

 場として又、住民のコミユニケーションの場として。                女(50) 

・ラジオ体操、ヨガ、など企画してください。手芸教室など安価で学べる 

 よう定期的に開催し交流できる場を作って欲しい。月１回をめやすに。        女(50) 

・高齢者の力を活用し、公民館といっしょに高齢者の集い、親子ふれあい 

 の場、世代間交流の場を作る。                       男(60)女(70) 

・地区ごとに老人の憩いの場を設け、そこで楽しく過ごしながら老人が老人の 

世話をする。                                  男(60) 

・久美浜の伝統行事など学べ、子供と一緒に参加できる催し。             女(30) 

・中国では、広い公園で老人が太極拳、ダンス、ジョギング、孫の子守り 

 などしています、浜公園をそんな場所にしてみたら。                男(50) 

・栄町では、毎日ラジオ体操をされている。他の町内の人も参加できる 

 よう呼びかけて欲しい。また、一区内に数箇所ラジオ体操のできる場 

 所を設け、区内で行なってみてはいかがですか。                  女(60) 

・ラジオ体操を全区に呼びかけるのはいいと思う。                  男(10) 

・趣味を生かした活動                               男(50) 

・久美浜茶を利用して、ケーキ、饅頭、おかき、おこし等つくる。           女(70) 

・ゲートボール、グランドゴルフの大会を開く                    女(20) 

●年代を超え数多く寄せられた意見 

担い手が育ち産業が栄える久美浜一区づくりについて意見をお聞かせ下さい 

・地元資本に期待が持てない今、大企業の誘致を考えること。Ｕ、Ｉターン 

 ができる街に。                                 男(60)  

・まず企業誘致、豊岡市などと連携して産業の発掘。               男(50) (70)    

・公共事業を町内の事業所にもってくる。                      男(40) 

・空き店舗の活用。 若い人の入手が難しい、土地、住宅、空き店舗を提供し 

 自由な発想で起業を促す。                            女(60) 

・町外からの人材を導入してでも産業の発展を                    男(50) 

・久美浜の特産品作り、特産品を全国にＰＲする。  

・久美浜百珍をもっと活用して全国に売り込む。 

・百珍の実績報告をし、内容を検討、改善、更により良いものに             女(50) 

・多くの方がサークル活動など気楽に学べ、住民どうしがコミュニケーションの取れる場を 

望んでいます。 
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・一区町づくりを考えるにあたっては、商店街の活性化が重要な課題であるが、今の 

 現状では空き店舗が増えるばかりです。 府内には、音楽、芸術、伝統文化など担 

 う若者が沢山います。そういう人たちの育成の場として空き店舗を提供してみたら。 

 その人達が５年、10 年先の久美浜の将来に何か新しいものを生み出してくれるの 

ではと期待をします。 「今、空き店舗を人材育成の場として･･･」            

●年代を超え数多く寄せられた意見 

アメニティ久美浜公園、浜公園、公会堂の活用について意見をお聞かせ下さい 

・公園内に遊具をそろえ、他町から遠足にこれるよう整備する。            女(40) 

・アメニィテイーなど公園の荒地に芝を植え整備し、バスケットゴー 

ルやサッカーゴールを置いて子供が安心して遊べる公園に               女(40) 

・地元の若者のサークル活動の発表の場として開放したらいい。 

 空いていれば一人でもグループでも利用できるように開放する。           女(50) 

・私は、孫を豊岡のＳＬ公園内、市民会館、戸牧公園によく連れて 

 いきます。なぜ久美浜にはそのような公園がないのでしょ。             男(60) 

・公園が釣り場になっていて、公園として成り立っていない。親子で 

 楽しめる場所にして欲しい。                           女(50) 

・他町から来た人が解りやすい案内板(標識)を立てる。                女(40) 

・釣り堀公園を                                  男(50) 

・釣り堀、ボート、秋祭りの太鼓台の展示（公会堂）                 男(60) 

・常時太鼓台を展示して観光客に披露しては、公会堂の前に軽い食事 

 のできるところ（食堂）があればもっといい                    女(60) 

・公園に季節の花があればもっと素晴らしいところになるでしょう 

 植木が全て桜であれば桜の名所になっる、春には、花見客で賑わう。         女(70) 

・定期的なフリーマーケット、朝市、Ｂ級グルメ大会                 女(40) 

・公園の１角に店舗をつくり、大人が半日ぐらい過ごせるように。           男(60) 

・文化会館、プール、図書館が必要                         男(60) 

・公園の電灯が明るすぎ、夜空の星を見る会もあってもいい              男(80) 

・星を見る会、観月会など行なっては                        女(60) 

・以前毎年夏休みの終わる頃、浜公園で野外映画会が行われていた。 

 一区区民だけでなく全町に呼びかけ家族で見に行きました。アルミ 

 缶２個が入場料で、夜店もあり楽しかったことを覚えています。 

 このような取り組みが是非お願いしたい。                     女(80) 

・稲葉さんの裏の川の十楽との掛け橋があれば便利。                 男(80) 

●年代を超え数多く寄せられた意見 

・ほとんどの意見が、空き店舗の活用 、特産品、百珍の開発発展にありました。 

・公園、公会堂の利用方法として、コンサート、盆踊り、サークル活動の発表、などの意見が

 多数あり、（ここには、載せませんでした。）特にコンサートの開催要望が目につきました。

 又、おもしろい意見として、結婚式場に利用とありました。 

・子供と一緒に安心して遊べる場所（遊具など揃えて）この意見も多数有りました。 
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“明日の久美浜”一区プランについてお気づきの点がありましたらお聞かせ下さい 

・区長会、振興会、まちづくり協議会の役割分担がわかりにくい。組織の 

 あり方、区長との接点を含め解りやすい組織体制を考えてほしい。          男(60) 

・プランについて。「宝」を活かしたとあるので、「宝」を明確にし、具体 

 的な取り組み計画で、それぞれ主体となるべく団体をはっきりさせるべ 

 きではないか。                                 男(50) 

・買い物、医療、金融、行政、娯楽が一箇所で出来るようなまちづくり         男(80) 

・浜公園の防潮堤は地盤沈下がひどく問題。大潮の時は、カヌー艇庫まで海水       男(80) 

 が来てゴミで汚い。防潮堤中央部には平成３年に施工したと銘板がある。 

カヌー艇庫前も防潮堤が入るように施工されているが防潮堤がない。 

市当局に照会しても初めからないという答えだが、対策の必要があるのでは 

ないか。                           

・行政の不十分さを補完するようではいけない。行政が本来行うべき事は        男(70) 

 行政に求める事。全区民が参加する区行政と共同すべし。平成 16 年の 

 「一区まちづくり計画」を区民のどれだけが理解しているか、関係者は、 

 十分ＰＲ、周知を行ったのか検証すべきである。                   

・観光地としていくなら、町民がもっと歴史、遺産に目を向ける教育が必要       女(70) 

・稲葉亭で刀剣の展示を、よろい、兜もある。                    男(60) 

・「明日の久美浜一区プラン」の基本方針や内容は、今までのまちづくり４団体      男(60) 

の取り組みや課題の方向を反映したものであり大変結構なものだと思う。 

 問題は、それらの実現に向けた地域の体制づくりと人材育成である。 

そのために次のことを提案する。 

(1) 自治振興会を軸とするまちづくり４者（自治振興会、区長会、まちづくり協議会、公民館） 

による「まちづくり推進会議」(仮称)の結成。 

① 組織構成は、一区民の自治意識を高め取り組みへの総参画、総参加を図るため、９区 

から各界、各層、老若男女の代表を結集する。 

   ②「明日の久美浜一区プラン」とアンケート回答をもとにして、一区全体、各地区での 

対話と討論の集会を行う。 

   ③「まちづくり推進会議」のリーダーによる全体の集約を行い、「明日の久美浜一区プラン」 

     の実現に向けた「工程表」を作成し「一区住民会議」に提示する。 

(2)(1)の終了段階で今後の恒常的なまちづくり組織の再構築を行う。 

(3)いずれにせよ、実現の決め手は人材の育成と、登用する青年、婦人層を重視した取り組みに 

していく事が大切である。 
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『宝』を活かした“明日の久美浜”一区プラン 策定委員 

委員長 久美浜一区自治振興会   会 長  東  哲 

委 員    〃   副会長  田中和司 

〃      〃   副会長    大場耕作 

〃      〃   副会長    友松祐也 

〃      〃   幹 事  谷口雅昭 

〃      〃   幹 事   本間和男 

〃      〃   幹 事   倉野隆司 

〃      〃   幹 事   谷口仁志 

〃      〃   顧 問  磯田保男 

〃      〃   顧 問  小林憲彦 

〃      〃   顧 問  佐藤 肇 

〃      〃   顧 問  和田 晃 

〃      〃   顧 問  土出嘉弘 

〃      〃     事務局長  黒﨑秀樹 

      (敬称略)       

※ 住民アンケートの結果集約に多大なお力添えをいただいた、地域サポータの酒井良則氏に 

感謝すると共にお礼を申し上げます。 
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